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現代社会の見方・考え方 

現代社会の見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い

視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形

成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 個人の尊厳と人権の尊重の意義、特に自由・権利と責任・義務との関係を広い視野から

正しく認識し、民主主義、民主政治の意義、国民の生活の向上と経済活動との関わり、現

代の社会生活及び国際関係などについて、個人と社会との関わりを中心に理解を深めると

ともに、諸資料から現代の社会的事象に関する情報を効果的に調べまとめる技能を身に付

けるようにする。 

(2) 社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連を現代の社会生活と関連付けて多面的・多

角的に考察したり、現代社会に見られる課題について公正に判断したりする力、思考・判

断したことを説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。 

(3) 現代の社会的事象について、現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関

わろうとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養され

る、国民主権を担う公民として、自国を愛し、その平和と繁栄を図ることや、各国が相互

に主権を尊重し、各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。 

公民的分野 
 
 

１ 分野の目標 

(1)  社会的事象を、政治、法、経済などに関わる多様な視点（概念や理論など）に着目して

捉え、よりよい社会の構築に向けて、課題解決のための選択・判断に資する概念や理論な

どと関連付けること。考察、構想する際の「視点や方法（考え方）」。 

(2) 現代社会の見方・考え方の具体 

① 対立と合意、効率と公正などの枠組み 

② 分業と交換、希少性などの視点 

③ 個人の尊重と法の支配、民主主義などの視点 

④ 協調、持続可能性などの視点 

⑤ 小学校、地理的分野、歴史的分野の扱った多様な視点 

 
２ 要点 

(1) 現代社会の特色、文化の継承と創造の意義に関する学習の一層の重視 

(2) 現代社会を捉える枠組みを養う学習の一層の充実 

(3) 現代社会の見方・考え方を働かせる学習の一層の充実 

(4) 社会に見られる課題を把握したり、その解決に向けて考察、構想したりする学習の重視 

(5)  国家間の相互の主権の尊重と協力、国家主権、国連における持続可能な開発のための取

組に関する学習の重視 

(6) 課題の探究を通して社会の形成に参画する態度を養うことの一層の重視 

 
３ 内容及び内容の取扱い 

Ａ 私たちと現代社会 

(1) 私たちが生きる現代社会と文化の特色 

位置や空間的な広がり、推移や変化などに着目して、課題を追究したり解決したりする

活動を行う。 

・「情報化」については、人工知能の急速な進化などによる産業や社会の構造的な変化 
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などと関連付けたり、災害時における防災情報の発信・活用などの具体的事例を取り上

げたりすること。 

・「現代社会における文化の意義や影響」については、科学、芸術、宗教などを取り上げ、

社会生活との関わりなどについて学習できるように工夫すること。 

・「文化の継承と創造の意義」については、我が国の伝統と文化などを取り扱うこと。 

(2) 現代社会を捉える枠組み 

対立と合意、効率と公正などに着目して、課題を追究したり解決したりする活動を行う。 

Ｂ 私たちと経済 

(1) 市場の働きと経済 

対立と合意、効率と公正、分業と交換、希少性などに着目して、課題を追究したり解決し

たりする活動を行う。 

・「市場における価格の決まり方や資源の配分」については、個人や企業の経済活動がさま

ざまな条件の中での選択を通して行われていることや、市場における取引が貨幣を通して

行われていることなどを取り上げること。  

・「個人や企業の経済活動における役割と責任」については、起業について触れるととも

に、経済活動や起業などを支える金融などの働きについて取り扱うこと。 

・「社会生活における職業の意義と役割及び雇用と労働条件の改善」については、仕事と生

活の調和という観点から労働保護立法についても触れること。 

(2) 国民の生活と政府の役割 

対立と合意、効率と公正、分業と交換、希少性などに着目して、課題を追究したり解決し

たりする活動を行う。 

・「消費者の保護」については、消費者の自立の支援なども含めた消費者行政を取り扱うこ

と。 

・「財政及び租税の役割」については、財源の確保と配分という観点から、財政の現状や少

子高齢社会など現代社会の特色を踏まえて財政の持続可能性と関連付けて考察し、表現さ

せること。  

Ｃ 私たちと政治 

(1) 人間の尊重と日本国憲法の基本的原則 

対立と合意、効率と公正、個人の尊重と法の支配、民主主義などに着目して、課題を追究

したり解決したりする活動を行う。 

(2) 民主政治と政治参加 

対立と合意、効率と公正、個人の尊重と法の支配、民主主義などに着目して、課題を追究

したり解決したりする活動を行う。 

・「法に基づく公正な裁判の保障」に関連させて、裁判員制度についても触れること。  

Ｄ 私たちと国際社会の諸課題 

(1) 世界平和と人類の福祉の増大 

対立と合意、効率と公正、協調、持続可能性などに着目して、課題を追究したり解決した

りする活動を行う。 

・「国家間の相互の主権の尊重と協力」との関連で、国旗及び国歌の意義並びにそれらを

相互に尊重することが国際的な儀礼であることの理解を通して、それらを尊重する態度

を養うように配慮すること。 

・「領土（領海、領空を含む。）、国家主権」については関連させて取り扱い、我が国が、

固有の領土である竹島や北方領土に関し残されている問題の平和的な手段による解決に

向けて努力していることや、尖閣諸島をめぐり解決すべき領有権の問題は存在していな

いことなどを取り上げること。 
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・「国際連合をはじめとする国際機構などの役割」については、国際連合における持続可

能な開発のための取組についても触れること。 

・「国際社会における我が国の役割」に関連させて、核兵器などの脅威に触れ、戦争を防

止し、世界平和を確立するための熱意と協力の態度を育成するように配慮すること。ま

た、国際社会における文化や宗教の多様性について取り上げること。 

(2) よりよい社会を目指して 

持続可能な社会を形成することに向けて、社会的な見方・考え方を働かせ、課題を探究

する活動を行う。 

・身近な地域や我が国の取組との関連性に着目させ、世界的な視野と地域的な視点に立っ

て探究させること。また、社会科のまとめとして位置付け、適切かつ十分な授業時数を

配当すること。 

 
４ 評価の観点の趣旨 

観点 観点の趣旨 

 

 

 
知識・技能 

個人の尊厳と人権の尊重の意義、特に自由・権利と責任・義務との

関係を広い視野から正しく認識し、民主主義、民主政治の意義、国

民の生活の向上と経済活動との関わり、現代の社会生活及び国際関

係などについて、個人と社会との関わりを中心に理解を深めている

とともに、諸資料から現代の社会的事象に関する情報を効果的に調

べまとめている。 

思考・判断・表現 

社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連を現代の社会生活と

関連付けて多面的・多角的に考察したり、現代社会に見られる課

題について公正に判断したり、思考・判断したことを説明した

り、それらを基に議論したりしている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

現代の社会的事象について、国家及び社会の担い手として、現代社

会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろうとしてい

る。 

 


